
目

　次

は
じ
め
に

─
甲
子
園
の
歴
史
は
怪
物
た
ち
の
歴
史  

 

9

第
一
章

　21
世
紀
の
「
怪
物
」
た
ち
の
正
体  

 

15

多
彩
な
球
種
で
甲
子
園
を
沸
か
せ
た
大
エ
ー
ス

─
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
（
２
０
０
３
・
２
０
０
４
年
、
東
北
）

２
年
で
大
舞
台
の
決
勝
で
１
５
０
㎞
／
ｈ
を
記
録
し
た
優
勝
投
手

─
田
中
将
大
（
２
０
０
５
・
２
０
０
６
年
、
駒
大
苫
小
牧
）

高
校
時
代
か
ら
プ
ロ
級
の
21
世
紀
最
強
打
者

─
森
友
哉
（
２
０
１
２
・
２
０
１
３
年
、
大
阪
桐
蔭
）

コ
ロ
ナ
世
代
、
無
敗
に
終
わ
っ
た
幻
の
速
球
王

─
髙
橋
宏
斗
（
２
０
２
０
年
、
中
京
大
中
京
）

春
夏
連
覇
に
導
い
た
21
世
紀
最
強
投
手

─
藤
浪
晋
太
郎
（
２
０
１
２
年
、
大
阪
桐
蔭
）

プ
ロ
で
も
活
躍
す
る
「
怪
物
」
は
総
合
力
が
カ
ギ
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第
三
章

　甲
子
園
で
の
「
覚
醒
」�

�

83

日
本
一
へ
の
試
行
錯
誤
。「
ハ
ン
カ
チ
」
旋
風
で
日
本
一
に

─
斎
藤
佑
樹
（
２
０
０
６
年
、
早
稲
田
実
業
）

大
舞
台
で
覚
醒
。
17
年
ぶ
り
の
日
本
一
に
貢
献
し
た
甲
子
園
史
上
最
強
の
１
番
打
者

─
浅
村
栄
斗
（
２
０
０
８
年
、
大
阪
桐
蔭
）

大
会
中
に
成
長
し
た
シ
ン
デ
レ
ラ
ボ
ー
イ

─
今
井
達
也
（
２
０
１
６
年
、
作
新
学
院
）

夏
の
甲
子
園
最
多
本
塁
打
記
録

─
中
村
奨
成
（
２
０
１
７
年
、
広
陵
）

甲
子
園
の
魔
物
を
味
方
に
つ
け
た
エ
ー
ス

─
吉
田
輝
星
（
２
０
１
８
年
、
金
足
農
業
）

甲
子
園
は
選
手
の
潜
在
能
力
が
引
き
出
さ
れ
る
舞
台

第
四
章

　「通
算
本
塁
打
数
」
と
「
最
高
球
速
」�

�

110

21
世
紀
の
幕
開
け
を
飾
る
豪
腕

─
寺
原
隼
人
（
２
０
０
１
年
、
日
南
学
園
）

清
原
和
博
に
並
ぶ
１
試
合
３
本
塁
打
を
記
録

─
平
田
良
介
（
２
０
０
４
・
２
０
０
５
年
、
大
阪
桐
蔭
）

第
二
章

　ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
基
礎
能
力��

�

50

清
原
和
博
に
並
ぶ
５
大
会
背
番
号
一
桁
で
甲
子
園
出
場

─
梅
田
大
喜
（
２
０
０
２
〜
２
０
０
４
年
、
明
徳
義
塾
）

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
を
支
え
た
「
最
強
の
２
番
手
投
手
」

─
真
壁
賢
守
（
２
０
０
３
・
２
０
０
４
年
、
東
北
）

華
麗
な
守
備
で
甲
子
園
を
魅
了
し
た
「
最
高
の
二
塁
手
」

─
町
田
友
潤
（
２
０
０
７
・
２
０
０
８
年
、
常
葉
菊
川
）

甲
子
園
で
１
年
最
速
１
４
８
㎞
／
ｈ
を
マ
ー
ク
し
た
大
型
右
腕

─
伊
藤
拓
郎
（
２
０
０
９
〜
２
０
１
１
年
、
帝
京
）

伝
家
の
宝
刀
シ
ン
カ
ー
が
代
名
詞
の
優
勝
投
手

─
吉
永
健
太
朗
（
２
０
１
０
・
２
０
１
１
年
、
日
大
三
）

宿
敵
大
阪
桐
蔭
相
手
に
２
本
の
満
塁
弾
。
決
勝
戦
も
優
勝
決
定
弾
を
放
つ

─
松
本
哲
幣
（
２
０
１
５
年
、
敦
賀
気
比
）

歓
声
を
沸
か
せ
る
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー

─
上
野
翔
太
郎
（
２
０
１
５
年
、
中
京
大
中
京
）

な
ぜ
甲
子
園
を
沸
か
せ
て
も
プ
ロ
入
り
で
き
な
い
の
か
？
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投
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１
１
年
、
日
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三
）

宿
敵
大
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相
手
に
２
本
の
満
塁
弾
。
決
勝
戦
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優
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決
定
弾
を
放
つ
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松
本
哲
幣
（
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年
、
敦
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沸
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ニ
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「
天
衣
無
縫
」
な
活
躍
を
す
る
世
界
一
の
野
球
選
手
と
な
る
源
泉

─
大
谷
翔
平
（
２
０
１
１
・
２
０
１
２
年
、
花
巻
東
）

「
最
強
世
代
」
を
支
え
た
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
プ
レ
イ
ヤ
ー

─
根
尾
昂
（
２
０
１
７
・
２
０
１
８
年
、
大
阪
桐
蔭
）

令
和
の
時
代
に
「
エ
ー
ス
で
４
番
」
を
体
現
し
た
甲
子
園
の
ス
タ
ー

─
山
田
陽
翔
（
２
０
２
１
・
２
０
２
２
年
、
近
江
）

な
ぜ
二
刀
流
で
活
躍
す
る
選
手
は
プ
ロ
入
り
し
や
す
い
の
か
？

第
六
章

　球
児
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア  

 

185

北
の
国
を
沸
か
せ
た
「
夏
２
・
９
連
覇
」
世
代
か
ら
エ
リ
ー
ト
商
社
マ
ン
に

─
鷲
谷
修
也
（
２
０
０
５
・
２
０
０
６
年
、
駒
大
苫
小
牧
）

選
手
と
し
て
甲
子
園
で
活
躍
。
次
は
監
督
と
し
て
甲
子
園
を
目
指
す

─
副
島
浩
史
（
２
０
０
７
年
、
佐
賀
北
）

元
祖
・
琉
球
ト
ル
ネ
ー
ド
で
春
夏
連
覇
し
た
左
腕
は
母
校
の
指
揮
官
に

─
島
袋
洋
奨
（
２
０
０
９
・
２
０
１
０
年
、
興
南
）

豪
速
球
で
衝
撃
を
与
え
た
み
ち
の
く
の
プ
リ
ン
ス
Ｋ

─
佐
藤
由
規
（
２
０
０
６
・
２
０
０
７
年
、
仙
台
育
英
）

バ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
活
か
し
た
巧
打
者
の
ス
ラ
ッ
ガ
ー
時
代

─
中
村
晃
（
２
０
０
６
・
２
０
０
７
年
、
帝
京
）

左
腕
最
速
を
大
舞
台
で
記
録

─
菊
池
雄
星
（
２
０
０
７
・
２
０
０
９
年
、
花
巻
東
）

高
校
通
算
１
１
１
本
を
誇
る
華
や
か
さ
を
兼
ね
備
え
る
大
型
ス
ラ
ッ
ガ
ー

─
清
宮
幸
太
郎
（
２
０
１
５
・
２
０
１
７
年
、
早
稲
田
実
業
）

速
球
派
投
手
の
現
在
地

本
塁
打
記
録
の
功
罪

第
五
章

　「二
刀
流
」
の
21
世
紀  

 

146

元
祖
ス
ー
パ
ー
１
年
生
・
二
刀
流

─
中
田
翔
（
２
０
０
５
〜
２
０
０
７
年
、
大
阪
桐
蔭
）

甲
子
園
で
１
５
４
㎞
／
ｈ
を
投
げ
る
「
小
さ
な
巨
人
」
の
ス
ラ
ッ
ガ
ー

─
今
宮
健
太
（
２
０
０
８
・
２
０
０
９
年
、
明
豊
）
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は
じ
め
に

─
甲
子
園
の
歴
史
は
怪
物
た
ち
の
歴
史

　
１
９
１
５
年
に
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
は
、
２
０
２
５
年
に
１
１
０

周
年
を
迎
え
る
。
開
催
当
時
か
ら
多
く
の
野
球
フ
ァ
ン
を
熱
狂
さ
せ
て
き
た
が
、
１
９
２
４
年
に
阪
神
甲
子
園

球
場
に
会
場
を
移
す
と
「
甲
子
園
」
と
い
う
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
以
来
全
国
の
高
校
球
児
の
み
な
ら
ず
日
本
人

に
と
っ
て
特
別
な
場
所
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
そ
の
舞
台
を
彩
っ
て
き
た
の
が
、「
怪
物
」
と
呼
ば
れ
る
選
手

た
ち
だ
。
甲
子
園
大
会
で
、
何
百
人
と
い
る
ほ
か
の
高
校
球
児
と
は
違
う
圧
倒
的
な
力
と
成
績
を
見
せ
つ
け
た

選
手
は
、
そ
の
年
の
甲
子
園
の
「
顔
」
と
な
る
。

　
例
え
ば
、
清
原
和
博
と
桑
田
真ま

澄す
み

の
Ｋ
Ｋ
コ
ン
ビ
。
彼
ら
は
１
年
生
の
夏
の
甲
子
園
か
ら
名
門
Ｐ
Ｌ
学
園
の

４
番
と
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
、
１
９
８
３
年
の
夏
か
ら
１
９
８
５
年
の
夏
ま
で
５
季
連
続
甲
子
園
に
出
場
。

う
ち
二
度
の
優
勝
と
二
度
の
準
優
勝
を
も
た
ら
し
た
。
１
年
生
の
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
顔
負
け
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は

観
客
の
度
肝
を
抜
き
、
高
校
通
算
本
塁
打
64
本
を
記
録
し
た
清
原
と
、
精
密
な
制
球
力
と
多
彩
な
変
化
球
を
駆

使
し
甲
子
園
で
通
算
20
勝
と
い
う
驚
異
的
な
記
録
を
残
し
た
桑
田
は
名
実
と
も
に
「
怪
物
」
と
言
え
る
。

高
卒
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
挑
戦
し
た
高
校
通
算
本
塁
打
数
記
録
保
持
者

─
佐
々
木
麟
太
郎
（
２
０
２
２
・
２
０
２
３
年
、
花
巻
東
）

高
校
球
児
の
「
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
」

お
わ
り
に

─
高
校
球
児
が
「
プ
ロ
以
外
の
未
来
」
を
見
据
え
る
時
代
へ  

 

211

註  
 

226

図
版
レ
イ
ア
ウ
ト
／
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ

9　　はじめに─甲子園の歴史は怪物たちの歴史

123456789101112131415123456789101112131415 p.8

DEC
１
…
角
原
　
２
…
横
山
　
３
…
角
原
　
４
…
　
　
　
校
了
…
　
　

集
英
社
新
書
7
月
刊
　
デ
ー
タ
で
読
む
甲
子
園
の
怪
物
た
ち

KBJK_p001=250_本文.indd   8KBJK_p001=250_本文.indd   8 2025/06/13   14:042025/06/13   14:04



は
じ
め
に

─
甲
子
園
の
歴
史
は
怪
物
た
ち
の
歴
史

　
１
９
１
５
年
に
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
は
、
２
０
２
５
年
に
１
１
０

周
年
を
迎
え
る
。
開
催
当
時
か
ら
多
く
の
野
球
フ
ァ
ン
を
熱
狂
さ
せ
て
き
た
が
、
１
９
２
４
年
に
阪
神
甲
子
園

球
場
に
会
場
を
移
す
と
「
甲
子
園
」
と
い
う
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
以
来
全
国
の
高
校
球
児
の
み
な
ら
ず
日
本
人

に
と
っ
て
特
別
な
場
所
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
そ
の
舞
台
を
彩
っ
て
き
た
の
が
、「
怪
物
」
と
呼
ば
れ
る
選
手

た
ち
だ
。
甲
子
園
大
会
で
、
何
百
人
と
い
る
ほ
か
の
高
校
球
児
と
は
違
う
圧
倒
的
な
力
と
成
績
を
見
せ
つ
け
た

選
手
は
、
そ
の
年
の
甲
子
園
の
「
顔
」
と
な
る
。

　
例
え
ば
、
清
原
和
博
と
桑
田
真ま

澄す
み

の
Ｋ
Ｋ
コ
ン
ビ
。
彼
ら
は
１
年
生
の
夏
の
甲
子
園
か
ら
名
門
Ｐ
Ｌ
学
園
の

４
番
と
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
、
１
９
８
３
年
の
夏
か
ら
１
９
８
５
年
の
夏
ま
で
５
季
連
続
甲
子
園
に
出
場
。

う
ち
二
度
の
優
勝
と
二
度
の
準
優
勝
を
も
た
ら
し
た
。
１
年
生
の
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
顔
負
け
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は

観
客
の
度
肝
を
抜
き
、
高
校
通
算
本
塁
打
64
本
を
記
録
し
た
清
原
と
、
精
密
な
制
球
力
と
多
彩
な
変
化
球
を
駆

使
し
甲
子
園
で
通
算
20
勝
と
い
う
驚
異
的
な
記
録
を
残
し
た
桑
田
は
名
実
と
も
に
「
怪
物
」
と
言
え
る
。

高
卒
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
挑
戦
し
た
高
校
通
算
本
塁
打
数
記
録
保
持
者

─
佐
々
木
麟
太
郎
（
２
０
２
２
・
２
０
２
３
年
、
花
巻
東
）

高
校
球
児
の
「
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
」

お
わ
り
に

─
高
校
球
児
が
「
プ
ロ
以
外
の
未
来
」
を
見
据
え
る
時
代
へ  
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②
後
世
に
も
わ
か
る
伝
説
的
な
記
録
を
作
っ
て
い
る

③
個
人
の
力
で
チ
ー
ム
の
勝
利
を
背
負
い
込
ん
で
い
る

　
例
え
ば
①
。
清
原
の
華
や
か
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
桑
田
の
冷
静
な
投
球
術
、
立
浪
の
華
麗
な
守
備
、
松
井
の

圧
倒
的
な
存
在
感
、
松
坂
の
タ
フ
ネ
ス

─
彼
ら
の
プ
レ
ー
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
た
人
々
の
み
な
ら
ず
、
記

録
映
像
で
観
た
者
は
そ
の
圧
倒
的
な
力
に
魅
了
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
さ
ら
に
②
。
こ
れ
ら
の
選
手
た
ち
が
残
し
た
記
録
は
、
数
字
の
側
面
で
も
そ
の
偉
大
さ
を
証
明
し
て
い
る
。

清
原
の
甲
子
園
通
算
13
本
塁
打
、
桑
田
の
甲
子
園
通
算
20
勝
、
松
坂
の
大
会
通
算
62
奪
三
振

─
こ
れ
ら
の
数

字
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
プ
レ
ー
を
観
ら
れ
ず
と
も
、
ひ
と
目
で
そ
の
力
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
後
世
の
選
手
た

ち
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
そ
し
て
③
。
チ
ー
ム
を
優
勝
に
至
ら
せ
ら
れ
ず
と
も
、
圧
倒
的
な
個
人
の
力
は
チ
ー
ム
に
傑
出
し
た
成
績
を

も
た
ら
す
。
た
と
え
ば
、
作
新
学
院
の
江
川
卓
は
１
９
７
３
年
春
の
甲
子
園
で
、
優
勝
は
逃
し
た
が
３
試
合
連

続
完
封
を
含
む
60
奪
三
振
の
快
投
で
、
甲
子
園
を
支
配
し
た
。
星
稜
の
松
井
秀
喜
も
１
９
９
２
年
、
５
打
席
連

続
敬
遠
と
い
う
異
例
の
対
応
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
存
在
感
で
大
会
全
体
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
。
こ
う
し

た
選
手
た
ち
は
、
結
果
以
上
に
記
憶
に
残
る
「
怪
物
」
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　
そ
の
二
人
の
２
学
年
下
に
は
、「
高
校
野
球
史
上
最
高
の
遊
撃
手
」
と
呼
ば
れ
た
立た
つ

浪な
み

和
義
が
い
た
。
広
い

守
備
範
囲
と
強
肩
か
ら
生
ま
れ
る
美
し
い
守
備
と
、
安
定
し
た
打
撃
力
、
そ
し
て
１
９
８
７
年
に
は
チ
ー
ム
を

春
夏
連
覇
に
導
い
た
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ー
は
、
高
校
野
球
フ
ァ
ン
を
沸
か
せ
た
。

　
Ｐ
Ｌ
学
園
の
春
夏
連
覇
の
５
年
後
、
１
９
９
２
年
の
夏
の
甲
子
園
で
起
き
た
「
５
打
席
連
続
敬
遠
」
と
い
う

前
代
未
聞
の
出
来
事
で
歴
史
に
名
を
残
し
た
の
は
星せ

い

稜り
よ
うの
松
井
秀
喜
。
１
９
９
２
年
の
選
抜
高
等
学
校
野
球

大
会
（
春
の
甲
子
園
）
で
は
前
年
度
に
比
べ
本
塁
打
数
が
激
減
す
る
な
か
本
塁
打
を
量
産
し
て
い
た
彼
は
、
そ
の

打
撃
力
か
ら
夏
に
な
る
と
打
た
せ
て
も
ら
う
こ
と
す
ら
で
き
ず
社
会
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
。
チ
ー
ム
は
準
々

決
勝
で
敗
退
し
た
も
の
の
、
松
井
個
人
は
日
本
中
か
ら
注
目
を
集
め
る
「
怪
物
」
と
な
っ
た
の
だ
。

　
１
９
９
８
年
、
つ
い
に
「
平
成
の
怪
物
」
と
い
う
存
在
が
現
れ
る
。
横
浜
の
松
坂
大
輔
で
あ
る
。
夏
の
甲
子

園
の
準
々
決
勝
の
Ｐ
Ｌ
学
園
戦
で
は
延
長
17
回
を
２
５
０
球
で
投
げ
抜
き
、
決
勝
戦
で
は
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ

ン
を
達
成
。
大
会
通
算
62
奪
三
振
と
い
う
圧
倒
的
な
成
績
で
チ
ー
ム
を
春
夏
連
覇
に
導
い
た
。

　
い
ま
あ
げ
た
選
手
だ
け
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
た
「
怪
物
」
が
い
る
こ

と
が
わ
か
る
が
、
全
員
に
共
通
す
る
３
つ
の
要
素
が
あ
る
。

①
ひ
と
目
観み

た
だ
け
で
ほ
か
の
高
校
生
と
は
違
う
「
規
格
外
の
力
」
が
あ
る
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②
後
世
に
も
わ
か
る
伝
説
的
な
記
録
を
作
っ
て
い
る

③
個
人
の
力
で
チ
ー
ム
の
勝
利
を
背
負
い
込
ん
で
い
る

　
例
え
ば
①
。
清
原
の
華
や
か
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
桑
田
の
冷
静
な
投
球
術
、
立
浪
の
華
麗
な
守
備
、
松
井
の

圧
倒
的
な
存
在
感
、
松
坂
の
タ
フ
ネ
ス

─
彼
ら
の
プ
レ
ー
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
た
人
々
の
み
な
ら
ず
、
記

録
映
像
で
観
た
者
は
そ
の
圧
倒
的
な
力
に
魅
了
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
さ
ら
に
②
。
こ
れ
ら
の
選
手
た
ち
が
残
し
た
記
録
は
、
数
字
の
側
面
で
も
そ
の
偉
大
さ
を
証
明
し
て
い
る
。

清
原
の
甲
子
園
通
算
13
本
塁
打
、
桑
田
の
甲
子
園
通
算
20
勝
、
松
坂
の
大
会
通
算
62
奪
三
振

─
こ
れ
ら
の
数

字
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
プ
レ
ー
を
観
ら
れ
ず
と
も
、
ひ
と
目
で
そ
の
力
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
後
世
の
選
手
た

ち
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
そ
し
て
③
。
チ
ー
ム
を
優
勝
に
至
ら
せ
ら
れ
ず
と
も
、
圧
倒
的
な
個
人
の
力
は
チ
ー
ム
に
傑
出
し
た
成
績
を

も
た
ら
す
。
例
え
ば
、
作
新
学
院
の
江
川
卓す

ぐ
るは
１
９
７
３
年
春
の
甲
子
園
で
、
優
勝
は
逃
し
た
が
３
試
合
連

続
完
封
を
含
む
60
奪
三
振
の
快
投
で
、
甲
子
園
を
支
配
し
た
。
星
稜
の
松
井
秀
喜
も
１
９
９
２
年
、
５
打
席
連

続
敬
遠
と
い
う
異
例
の
対
応
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
存
在
感
で
大
会
全
体
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
。
こ
う
し

た
選
手
た
ち
は
、
結
果
以
上
に
記
憶
に
残
る
「
怪
物
」
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　
そ
の
二
人
の
２
学
年
下
に
は
、「
高
校
野
球
史
上
最
高
の
遊
撃
手
」
と
呼
ば
れ
た
立た
つ

浪な
み

和
義
が
い
た
。
広
い

守
備
範
囲
と
強
肩
か
ら
生
ま
れ
る
美
し
い
守
備
と
、
安
定
し
た
打
撃
力
、
そ
し
て
１
９
８
７
年
に
は
チ
ー
ム
を

春
夏
連
覇
に
導
い
た
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ー
は
、
高
校
野
球
フ
ァ
ン
を
沸
か
せ
た
。

　
Ｐ
Ｌ
学
園
の
春
夏
連
覇
の
５
年
後
、
１
９
９
２
年
の
夏
の
甲
子
園
で
起
き
た
「
５
打
席
連
続
敬
遠
」
と
い
う

前
代
未
聞
の
出
来
事
で
歴
史
に
名
を
残
し
た
の
は
星せ

い

稜り
よ
うの
松
井
秀
喜
。
１
９
９
２
年
の
選
抜
高
等
学
校
野
球

大
会
（
春
の
甲
子
園
）
で
は
前
年
度
に
比
べ
本
塁
打
数
が
激
減
す
る
な
か
本
塁
打
を
量
産
し
て
い
た
彼
は
、
そ
の

打
撃
力
か
ら
夏
に
な
る
と
打
た
せ
て
も
ら
う
こ
と
す
ら
で
き
ず
社
会
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
。
チ
ー
ム
は
準
々

決
勝
で
敗
退
し
た
も
の
の
、
松
井
個
人
は
日
本
中
か
ら
注
目
を
集
め
る
「
怪
物
」
と
な
っ
た
の
だ
。

　
１
９
９
８
年
、
つ
い
に
「
平
成
の
怪
物
」
と
い
う
存
在
が
現
れ
る
。
横
浜
の
松
坂
大
輔
で
あ
る
。
夏
の
甲
子

園
の
準
々
決
勝
の
Ｐ
Ｌ
学
園
戦
で
は
延
長
17
回
を
２
５
０
球
で
投
げ
抜
き
、
決
勝
戦
で
は
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ

ン
を
達
成
。
大
会
通
算
62
奪
三
振
と
い
う
圧
倒
的
な
成
績
で
チ
ー
ム
を
春
夏
連
覇
に
導
い
た
。

　
い
ま
あ
げ
た
選
手
だ
け
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
た
「
怪
物
」
が
い
る
こ

と
が
わ
か
る
が
、
全
員
に
共
通
す
る
３
つ
の
要
素
が
あ
る
。

①
ひ
と
目
観み

た
だ
け
で
ほ
か
の
高
校
生
と
は
違
う
「
規
格
外
の
力
」
が
あ
る
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ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有ゆ
う

の
総
合
力
の
高
さ
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
田
中
将ま
さ

大ひ
ろ

や
藤ふ
じ

浪な
み

晋
太
郎
が
１
５
０
㎞
／
ｈ
超
え

の
速
球
で
注
目
を
浴
び
、
大
谷
翔し
よ
う

平へ
い

が
高
校
時
代
に
１
６
０
㎞
／
ｈ
を
計
測
し
、
速
球
と
い
う
「
数
字
」
そ

の
も
の
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
た
こ
と
も
あ
り
、
話
題
と
な
っ
た
こ
と
は
こ
の
変
化
の
象
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
メ

デ
ィ
ア
の
多
様
化
や
発
展
に
よ
っ
て
「
甲
子
園
で
の
結
果
が
す
べ
て
」
と
い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。
佐
々

木
朗ろ

う

希き

は
甲
子
園
に
出
場
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
６
３
㎞
／
ｈ
と
い
う
数
字
の
イ
ン
パ
ク
ト
で
全

国
的
な
注
目
を
集
め
た
。

　
野
手
は
、
清
宮
幸
太
郎
が
高
校
通
算
１
１
１
本
塁
打
と
い
う
前
例
の
な
い
記
録
で
世
間
を
驚
か
せ
、
森
友
哉

や
岡
本
和
真
も
高
校
球
児
と
し
て
は
、
規
格
外
の
打
力
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ス
カ
ウ
ト
の
目

は
甲
子
園
の
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
選
手
の
将
来
性
を
判
断
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
変
化
の
な
か
で
も
、
甲
子
園
の
舞
台
で
人
々
を
魅
了
す
る
選
手
が
「
怪
物
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
条
件
が
「
一
芸
に
秀
で
た
圧
倒
的
な
実
力
」
か
ら
「
規
格
外
の
数
字
と
総
合

力
」
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
が
、
21
世
紀
の
甲
子
園
の
怪
物
の
特
徴
で
あ
る
。

　
筆
者
は
『
戦
略
で
読
む
高
校
野
球
』（
集
英
社
新
書
、
２
０
２
３
年
）
に
お
い
て
現
代
の
野
球
で
は
一
人
の
突
出

し
た
個
人
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
ベ
ン
チ
を
含
め
た
選
手
の
総
合
力
が
チ
ー
ム
全
体
の
勝
利
を
導
く
カ
ギ
と
論

じ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
20
世
紀
末
の
高
校
野
球
で
、「
超
高
校
級
」
と
称
さ
れ
る
選
手
た
ち
は
、
一
芸
に
秀
で
た
才

能
で
そ
の
名
を
轟と

ど
ろか
せ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
う
し
た
力
が
よ
り
光
っ
て
見
え
る
の
は
、
一
人
の
選
手
が
２
年
半

し
か
プ
レ
ー
で
き
ず
、
大
会
期
間
中
に
負
け
た
ら
終
わ
り
の
緊
張
感
に
さ
ら
さ
れ
る
甲
子
園
と
い
う
舞
台
が
あ

っ
て
こ
そ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
時
代
が
移
り
変
わ
り
21
世
紀
を
迎
え
た
い
ま
、
高
校
野
球
の
「
怪
物
」
た
ち
の
条
件
は
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。
単
な
る
一
芸
の
突
出
だ
け
で
は
な
く
、
総
合
的
な
能
力
の
高
さ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
投

手
で
あ
れ
ば
球
速
だ
け
で
な
く
、
多
彩
な
変
化
球
と
制
球
力
に
加
え
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
や
打
撃
力
、
打
者
で

あ
っ
て
も
長
打
力
だ
け
で
は
な
く
各
大
会
の
安
定
感
や
高
い
出
塁
率
を
維
持
す
る
選
球
眼
、
走
塁
、
守
備
力
ま

で
も
が
水
準
以
上
を
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
選
手
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や

評
価
基
準
の
変
化
が
あ
る
。

　
松
坂
以
前
の
「
怪
物
」
た
ち
は
、
甲
子
園
と
い
う
舞
台
で
結
果
を
残
す
こ
と
が
最
重
要
視
さ
れ
、
勝
負
強
さ

や
定
性
的
な
評
価
で
あ
る
印
象
が
評
価
の
中
心
だ
っ
た
。
一
方
で
、
松
坂
大
輔
以
降
の
怪
物
た
ち
は
、
甲
子
園

で
の
活
躍
だ
け
で
な
く
、「
数
字
（
球
速
や
本
塁
打
数
な
ど
の
投
打
の
指
標
）」
や
「
総
合
力
」、「
安
定
感
」
が
よ

り
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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で
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以
前
の
「
怪
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」
た
ち
は
、
甲
子
園
と
い
う
舞
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で
結
果
を
残
す
こ
と
が
最
重
要
視
さ
れ
、
勝
負
強
さ

や
定
性
的
な
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で
あ
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印
象
が
評
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の
中
心
だ
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た
。
一
方
で
、
松
坂
大
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以
降
の
怪
物
た
ち
は
、
甲
子
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で
の
活
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だ
け
で
な
く
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数
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打
数
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投
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第
一
章

　21
世
紀
の
「
怪
物
」
た
ち
の
正
体

多
彩
な
球
種
で
甲
子
園
を
沸
か
せ
た
大
エ
ー
ス 

 

─
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
（
２
０
０
３
・
２
０
０
４
年
、
東
北
）

　
21
世
紀
の
怪
物

─
そ
う
言
わ
れ
た
と
き
に
真
っ
先
に
思
い
つ
く
の
が
、
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
（
現
・
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
・
パ
ド
レ
ス
）
だ
。
２
０
２
４
年
に
は
37
歳
で
日
米
通
算
２
０
０
勝
に
到
達
し
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
お
い

て
も
ベ
テ
ラ
ン
選
手
と
し
て
活
躍
を
し
続
け
て
い
る
。
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
時
代
か
ら
高
卒
２
年

目
で
12
勝
を
あ
げ
て
以
来
圧
倒
的
な
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
続
け
て
い
た
が
、
高
校
時
代
は
成
長
期

特
有
の
「
成
長
痛
」
と
闘
い
な
が
ら
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
で
あ
り
続
け
て
い
た
。

　
中
学
か
ら
の
実
績
を
振
り
返
る
と
、
全
羽は

曳び
き

野の

ボ
ー
イ
ズ
で
世
界
大
会
３
位
の
実
績
を
残
し
、
杜も
り

の
都
の
東

北
に
や
っ
て
き
た
。
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
は
、
中
学
時
代
か
ら
１
９
０
㎝
を
超
え
る
高
身
長
と
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　
そ
う
し
た
時
代
に
お
い
て
、
21
世
紀
の
「
甲
子
園
の
怪
物
」
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
観
客
を
魅
了
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
高
校
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
圧
倒
的
な
成
績
を
残
し
続
け
て
い
る
レ
ジ
ェ
ン
ド
や
甲
子
園
で

覚
醒
し
ス
タ
ー
に
駆
け
上
が
っ
た
選
手
だ
け
で
は
な
く
、
印
象
的
な
プ
レ
ー
を
し
な
が
ら
も
プ
ロ
で
は
活
躍
で

き
な
か
っ
た
者
、
そ
し
て
新
し
い
道
を
歩
ん
だ
人
た
ち
ま
で
、
高
校
野
球
の
記
憶
に
残
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち
の

分
析
を
通
し
て
、
考
え
て
い
こ
う
。

　
な
お
、
プ
ロ
野
球
に
進
ん
だ
選
手
は
、
原
則
と
し
て
最
終
所
属
球
団
、
も
し
く
は
２
０
２
５
年
開
幕
時
点
の

所
属
球
団
を
記
載
す
る
。
ま
た
、
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
は
「
セ
ン
バ
ツ
」、
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

大
会
は
「
夏
の
甲
子
園
」
と
表
記
す
る
。
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